
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 4月

生薬栽培（カンゾウ、キキョウ、エイジツ、センブリ）を始めてみたい方を募集します。
生薬栽培を希望する方は下記の栽培条件等を確認し、町農政課までお申し込みください。

また、町では薬用植物栽培勉強会を随時開催しています。
生薬栽培をしてみたい方、興味のある方はお気軽にご参加ください。

・水田、畑地等で日当たりが良く、水はけの良い土壌であること
・無人ヘリ防除による農薬飛散の恐れがないこと
・除草剤等の農薬が使用できないため、手作業による除草作業が可能
　であること（定植後から活着までの間の除草作業が特に重要です）
・ほ場確認、土壌検査、土づくり作業が可能であること
・その他生薬栽培に必要な事項について同意できること
　（詳しくは町農政課へお問い合わせください）

ほ場条件等（共通事項） その他
栽
培
条
件
等

キキョウ（２年栽培）

エイジツ（トゲの少ない品種）

●根が生薬となります　●高畝栽培を推奨します
●定植は手作業、収穫は機械作業になります

●果実が生薬となります　●定植後３年目以降、果実を収穫できます
●比較的土壌条件が悪くても育ちます

1年目

2年目

1年目

2年目

3年目
以降

播種 定植 除草・追肥等

定植 除草・追肥等

除草・追肥・摘花等 収穫・加工調製等 出荷

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

センブリ（２年栽培） ●植物全部が生薬となります　●殺虫剤等の登録農薬があります
●播種、収穫は手作業になります

1年目

2年目

播種 除草・追肥等

除草・追肥等 収穫・加工調製等 出荷

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

カンゾウ（３年栽培） ●根が生薬となります　●高畝栽培を推奨します
●定植は手作業、収穫は機械作業になります

1年目

2年目

3年目

定植 除草・追肥等

除草・追肥等

除草・追肥等 収穫・加工調製等 出荷

除草・追肥等

除草・追肥等 収穫・加工調製等 出荷

問●町農政課　農業振興班　☎0187（84）4908

目指せ！

生薬（薬用植物）の栽培を始めてみませんか？

・初めて栽培される方は、栽培
　面積１aから３ａの範囲内で始
　めてください
・生薬栽培に取り組んだ場合、
栽培面積に対して補助金が
交付されます
補助金額●40,000円/10a
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問い合わせ●図書館 ☎0187（84）4920

新刊図書のご案内
学友館から

文芸美郷

　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記のう
え、1月8日㈮までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載できないこと
があります。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●町総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

作品（短歌・俳句・川柳・イラストなど）を募集します
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日本人建築家が建てた、海外の美しい建築

銀齢探偵社　静おばあちゃんと要介護探偵2

のうさぎ
おとうとのたからもの
はたらくくるまたちのかいたいこうじ

パイインターナショナル（編著）

中山 七里（著）
高橋 喜平（ぶん）
小手鞠 るい（作）

シェリー・ダスキー・リンカー（文）

菅 義偉（著）
ポーポー・ポロダクション（著）

菊間 千乃（著）
渡辺 雄二（著）
佐藤 誠二朗（著）
伊吹 有喜（著）
車 浮代（著）
塩田 武士（著）
中野 量太（著）
養老 孟司（著）

政治家の覚悟｠｠
色彩心理図鑑  
いまはそれアウトです！
病気がイヤなら、これを食べなさい  
日本懐かしスニーカー大全
犬がいた季節 
天涯の海
デルタの羊
浅田家！
世間とズレちゃうのはしょうがない

警察署図鑑
宇宙のがっこう
今日からなくそう！食品ロス②
おねえちゃんって、きょうもやきもき！
ライラックのワンピース

梅澤 真一(監修)
ＪＡＸＡ宇宙教育センター(監修)

上村 協子(監修)
いとう みく(作)
小川 雅子(作)

ねこのニャンルー
みどりバアバ
ウィルとふゆのおきゃくさん
ししにゃいとおしょうがつ
こたつ

どい かや(作)
ねじめ 正一(作)

リンダ・アシュマン(文)
澤野 秋文(作)
麻生 知子(作)
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